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薄 着加 担 23年の夏,a-1BH.C,･γ一郎 C,･
●

あPLI)DT,0,9'-Dr)T及び1068(Cklordane,

蕪lsEcro_i)等塩･iの有機合成硬虫剤の静性を比較し,

併せて之等の薬剤が昆虫に封し七示す特性を.解明

する目的で,アカイエカ CulexpipiensUar.タallelLS･ヽ ､

Coquillettの柵を供試昆虫として,若手の質験を行

うたが,一部の貰験材料に思わざる誤差の介入が

あったため･金紋叫に拝あまり思わしい結果が得

ら･れなかった｡本筋に於て述べる γ-BHb,1068,

症 -DDTAに就いて?成畠は右の÷蕃βの賢職結果1

･･であるが'今回は之を早早に扱取として毒性の比

重交をなすに止め,他日械合を得て詳細なる賓験を

行った上に於七,/Ger占dorff初め多くの先笹者達

に依ってなさ叶た紋昔をーも参座し'之等毒剤O.翠

虫生3.に関する考察を進めたV肇 である｡I

'本文咋入声に先立ち,'終始御懇篤なる御指導と

御援助を賜った京都大挙農畢部武居三吉数控,内

田俊郎敬払 迎撃郡木津済理畢士,/化畢研究所大

野稔博士並びに武居研究史の客位,日本特殊畏産

′ ＼ ､l /皿･望.'験 ･材 料

q･ (i).供試蜜剤 本質験に供した て-BHC,

･･､､1068及び i,タ!TI)DTは夫々協柳 ヒ準工業株式 ノ
L L食品 vclsicdlCorp.,及び化撃研究祈武居研究虫I

に於て精製せ.られたものであるが,収用に際 して

泊 ,･薬薄暗 鮎lventまqaPh,i/hal戸･硫酸化油12の

虚方を以らて,､10%乳剤とした｡

L･(A)供託昆虫 '*質験に用いたアカイエカの .-/
＼･-輪は,高槻市内の排水溝より採集して非た幼血を

質陵墓で飼育し,桶化後12時間以内めもので あ
I

る〇 ､ - ､ ㌦

＼ ･ Ⅱ-.野 焼 方 卦 ･ '､

物協合除虫菊出品検査所平位省三所長並びに渡島

信子嬢に深甚な云謝意を由 る次第である｡侍本 ･

研零時だ部省科挙研兎費の一部に庭?て行つ準も･I

.0である｡此虚に冨己し七感琴の意を表し,併草て

貴重なる薬剤を提供さ′れた協和化畢工業株式台 ＼′

社,.yelsicoIForp･,′tT.甲.:A.並びに常研究室苗 ･

田昌之畏学士に準 簸る謝意をれ 上毎 もので .
ある｡ー ＼･･ ､.

落 日榊 f姓氏産物施す放血菊袈品位査研並物試金部研究茶托 4
:･
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直径 9cm･洗さ4cm･.のシャーレ′に併読菓剤 '∫

車 C.C･お取り･之に供試昆虫10個体を入町 成虫.

羽化の有無に依り生死の別を記録した｡質験は1＼
薬剤に就いて封数的間隔に7種の稀符溶液を作9＼
1稀揮溶液について20回の,離合140昭 につViて

行った滞巣を集計した｡本質験は1948年8月チ7日

より26日に重る10日間に於て行った･もので;質駿 ′

時の皇塩は軍6｡-'i3｡C･′平均219･8｡C･や 水温はL1
25.OoCであった∴ .( ,

Ⅳ･茸 取 結 ･果 ･ 一､l′

,.上述の蟹験方法に卵 得られ各乳剤の鋳掛 畠率′1I 1 (
と徽虫率との関係を Abboitの式に依 り補正を加 ′

えて ′鹿 酢 於て姦 廃車 供試虫垂 70転
籍死虫数4.1匹'生存虫率94･14%)表示すると第

1表a)如 くである一｡ ･̀ 一
＼
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･第1未,γ-BEO'1068,p'p-･DDT乳洞のn･摺庇Vと致死率P(%

V.考.り 察

●/竿P野内に於ける毒物に封する抵抗性は濃度や華教に正規に分布すると言う理論に基いて,潰庇/ l
l致死率曲線の統計的の意義を明らか忙し.たのは
Ga(idum.I(1933)InCエ皿血gscn(1933),Bli部(19

/

34,1935),P,Ⅹ血ect､al.(1934)等逆転攻である

が'筆者の得た質験結果にも此の関係が常然 成 立I

･芸芸芸葦 .67?諾 'pTml悪 賢 誌

･＼封数C_=logC､を 横軸に･致死'率 pに封 す る

･hbrmalcquiva l叫 'dev.'atl'on-(N.E.D.), p

を縦軸に取 っ て 慣 慶一致死率(C-p)･回蹄 鉄 を

聴くと 第 1 団 の 如 くふたつの回路線群に分 た れ

る O そ の 回 蹄 方 程 式p-÷(C/C)のq 如

E の 債 と ' 2 ' 試 験の結果を表示したのが第 2表
1 4
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･である｡ ､
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､･第2衰γ･叩 O･1068並 び に .p,p-･D I)T 乳郡の
t 批正･致死率回尿線のチ,マ 及 び X空試 験 の 結 果

聖聖-1置 笠臥 ± 言 駅 l x2 fp了

t 即ち･Z･.試験ゐPEの値は+-BfrC第1回節級
の場合を除く他は絶て P,>0.05となり,祝測

伍と回掃匠紋は抽榊誤差の範四円で一致してい
､と見徹して還支えなく;.1攻撃換の情誼Vi'信拐
来るものと言われ得る｡＼ . †.γ-BfIC,1068及びが'-I)Ⅰ)T'乳剤が夫々

･ct=#liS2'蒜 ㌶ 禁 芸慧㌘B"l崇 志BT,T.a
●1

＼
言 う′ノjointactI'on の現象であると解鐸される｡主

剤 が 低 温 酸で あ る問 は分敏雄q)致死作用がかな.D
相 姦 的 に働 く様 で あ まが濃度d増 加と共に主剤の

/′＼■

致 死 作 用 が覇 者 となっ ている｡此の臨界虹を縦軸

の 札 E ･D ･短 うな らば天声 噂 -o･59及t{

Jo･89 の附 近 で ,分 散媒が主剤と相乗的牢働 くの

は γ-B H C に於 頂は割合高度の致死率 を示す瓢

迄 達 し (約 4 0% 致泰),106軸''之につぎ (約 31%｣

致 死 )I.?･P'D I)Tが一番頃い (約 21%致初 ｡

T･8.H.aeTtl止血

.I L4 1.7 - 23._･ ZJS ＼､之9
--_･〉C

節 1団 Dlitp のProbit法に即 決定一致死率 曲線丁衣担操の操作を押 し/◆

て求めた節1釆各乳剤の叡珊倍とそれよg計辞した同原緑,綻軸 pは夢死率 pの

Normatequi'nlentdeviation(N･E･D･)を,横翰 叫ま濃皮 C(ppm)の対数を

1 琴す｡国中三重円は致死率 0%-及び100% に対し七漁厨回昂録からm持されるメ
Probitの補正値を示す ｡ ､､
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之等 joillt･aCtion の問題に関する詳細なる質臥

と考察は今後にゆする事_tする｡

次Vt求められた各乳剤の第廿回蹄方程式をもIIと

吃,'各乳剤Z)有効度を比校するため,大洋 ･長躍･ ∫

(1947)の方法を通用し･その抱封有甲声に関する

諸項の数値を掲げると第 8寵の如 くである｡

第3表 /YlBfZC･1068及びp･pLDDT乳的 紹封/.
有効圧に関する話項の数値 .

巨 B圧C l,17068Jhlp･p･･DDT
蛮抗性の招準偏差′d

殴朝 鮮 三 ㌧,､1/q

申菅野 指数 '

有懲 悪 欝 .

rい央致死比(IJD･50)
Ido岩log-1Do(ppm)

有効致死皿(LD･b9.8
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1305.3

4975.i
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I
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/攻に 9,9r-DDT乳剤を梗準として之に封する

㌔ .γTBHC及甲1068乳剤の短封有効度を計辞して

衰示すると第4衣の如 くで参る｡ .

第4表 p,Zt-DDT乳鰍こ封するγ･BrIC及び ､
1068乳剤の相野有効圧

11

之よりLD-50の鮎に於ては γrB且C は9,9'-

DDTの 61･46倍'.1068は タ,PLpDTP9･25･

倍の毒性左石L LI)'-99.87'に於ては γ-BHC

は ?,b'-pDTの49･08倍,.1q68は?,P'-I)I)T

の4.85倍の毒性を有するものと言う事が出来る｡

･.Ⅵ.r摘 こ要 ′
/ (

γ-BfIC'1068及びP,ダーDI)T.の静比を比較.1 / /
する目的でアカイェ力の場を用いて若干の旺駿を

行った｡其の結果1･LI)-50の.Nに於てはγ-BH

Cは P,9㌧DI)Tの 6r･46倍,1068はタ,p-I)D

Tの9.25倍め魯陸を有し,tD-99.87に於ては

γ一虫HC は 9,メ-DI)Tの4.8年倍の毒性を有する

垂を知つ′た｡
′
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